







本稿では、MUCCA アプリとプロジェクトについて概観し、その後 MUCCA の創造性についてバーチャル空
間と現実空間の融合という観点から記述した。	
	

























































1.2 MUCCA プロジェクト 
	 筆者（濵野）は、古川・藤幡・ミュンヒら（1999）による
オーディオビジュアル作品“Small Fish（以下 SF）”[1]を








































図—4 Small Fish インスタレーション版“A Play with Small Fish 
















	 筆者らは MUCCA アプリ ver.1.0.0 を 2015 年 6 月にリリー












日時	 MUCCA アプリ更新	 ワークショップ（デモ展示含む）開催	
2015 年	

























































































































































































図—11 “The Legible City” (1988-1991) Jeffrey SHAW 
出典：http://www.ntticc.or.jp/en/archive/works/the-legible-city/ 
 
























図—13 指先を立てて MUCCA を操作する WS 参加者 
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注釈 
注1)	 iOS版を iTunesStoreにて無料配布中。 
https://itunes.apple.com/us/app/mucca/id100655
8050?mt=8 
注2)	 幼児からシニアまで幅広い年齢層のユーザーが
MUCCA を扱えるように、漢字の使用を控えたユ
ーザー・インターフェースデザインを採用している。 
注3)	 ユーザーが絵を描くことが苦手な場合は「イラスト
からえらぶ」や「しゃしんをとる」を選択すること
で、プリセットとして準備された画像群から好きな
画像を選んで用いることや、カメラで撮影した画像
を編集して用いることが可能となる。 
注4)	 http://mucca.town 
注5)	 ただし、アート作品の展示空間における創発性とは、
インタラクティブアートのみならず、様々な形式・
形態の作品鑑賞の場に確認可能である。ある鑑賞者
の作品鑑賞の仕方、例えば絵画の見方が他の鑑賞者
に伝播することは、美術館に足を運べば簡単に確認
可能である。 
